
ガボンの観光資源 
平成２１年５月 

在ガボン日本国大使館 
 

ガボンは、国土の 85％を世界第 2 位の豊かな熱帯雨林に覆われ、13 の国立公

園によって保護された自然・動植物の宝庫で、壮大なエコツーリズムが楽しめ

ます。 
１． ロペ・オカンダ（世界遺産（自然部門））：オグエ・イビンドゥ州 
ロペ・オカンダは、2008 年に世界遺産に指定され、自然景観と人類の文化

遺産に富み、首都リーブルビルから東へ約 300 ㎞。現地へは列車での移動にな
ります。同地区への訪問は乾期（5 月から 9 月）に限られます。宿泊可能な施

設（ホテル）もあります。 
 
２． バテケ高原：オートオグエ州 
ガボン第 3 の都市・ランスビル市は起伏に富む美しい町で、その郊外には、

バテケ高原、渓谷、ポバラの滝等素晴らしい景観があります。 
 
３． ロアンゴ国立公園：オグエ・マリティム州 
観光開発が進むロアンゴ国立公園は野生の動・植物等、自然の宝庫で、広大

なラグーンをボートでめぐりながらカバや様々な野鳥を観察することが出来

ます。時期に寄っては海亀の産卵にも出会えます。海岸には象やカバも出没し、
その他の大型動物を見ることも出来ます。特に、鯨を沿岸から間近に観察でき

る、世界でも数少ない名所です。 
 
４． ルアーフィッシング：オグエ・マリティム州 
オグエ・マリティム州沿岸は、大部分が国立公園によって自然が保護されて

いることもあり、特に魚種が豊富で、かつ大型魚が多く、カジキを始めとする

スポーツ・フィッシングの名所です。欧州始め多くの釣り専門の旅行者が訪れ、

年々、注目を集めています。 
 
５． シュバイツアー病院：ランバレネ市 
シュバイツアー博士がノーベル賞を受賞した当時の診察室と病棟が今でも博

物館として残されています。また、当時一緒に医療活動に従事した高橋功博士

についての記録もたどることが出来ます。 
 

 ※渡航情報 
 

http://www.anzen.mofa.go.jp/riskmap/africa_2.html

